
資料番号 Pub.JM-1028 

発行日 2021 年 5 月 12 日 

経営企画室 商品企画 G 

 

 

 

 

 

取扱説明書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油研工業株式会社 

 
 

ＹＡパック（低騒音標準小形油圧ユニット） 
YA10-※-※-※-51/52 

YA16-※-※-※-50/52 

YA22-※-※-※-50 

YA37-※-※-※-50 

 –––––本製品を正しく安全にご使用いただくために––––– 

 ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、製品を正しく取り扱ってください。 

 本書冒頭および本文中に記載の注意事項は必ず守ってください。 

 取扱説明書は、必要な時にすぐ利用できるように大切に保管してください。 

 本製品を使用した機器装置の取扱説明書に、本書の内容を反映してください。 
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△危険！

△注意！

△警告！

本書について 

 取扱説明書に記載の図は一部抽象化して表示するなど、実際の製品とは必ずしも合致しないこと

があります 

 

 取扱説明書の内容は製品の改良などによって、将来予告なしに変更することがあります。 

 

 取扱説明書の内容は万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づ

きの点がありましたら、製品ご購入の販売店または弊社販売窓口へご連絡ください。 

 

 取扱説明書に乱丁・落丁が有りましたらお取り換えいたしますので、弊社販売窓口にご連絡くださ

い。 

 

 油研工業株式会社の許可なしに取扱説明書を転載、複製、改変することを禁止します。 

 

 

■安全上の注意 
 この取扱説明書は、油圧・電気に関する基礎知識のある方（２級油圧調整技能士相当以上または弊社

の技術研修を受けた方）を対象に書かれています。 

 本製品は上記相当の油圧・電気に関する知識のある方、またはその指導のもとに取り扱ってください。 

 取扱説明書に記載されている指示・警告事項を正確に、最終ユーザに必ず伝達してください。 

 本製品を譲渡・売却する場合は、この取扱説明書を必ず添付してください。 

 

この取扱説明書では、安全上の注意事項を「危険」・「警告」・「注意」のランクに分類して表示してありま

す。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

その表示と定義は次の通りです。 

 

 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して

生じることが想定される場合。 

 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ

れる場合。 

 この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される場合お

よび物的損害のみの発生が想定される場合。 

 

「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 

いずれも重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。 

 

弊社では、本書に記載した使用方法・取扱方法以外で使用された場合は、事故・損害などの責任は負いか

ねますので予めご了承ください。 
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△危険！

△危険！

△危険！

△危険！

△警告！

△警告！

△警告！

△警告！

△警告！

△警告！

△警告！

必ずお守りください 

 

１） クレーンによる吊り上げは有資格者が行ってください。 

また、吊り上げた装置・機械の下には絶対に入らないでください。 

なお、吊り上げ用ワイヤーは油タンクの吊り金具に取り付けられた吊り金具以外の場

所には掛けないでください。 

 

２） 乱れた着衣や装身具は、機械に引掛かり大けがをすることがあるので避けてください。 

また、必要に応じ安全帽、保護眼鏡、安全靴、マスク、ゴムまたは皮手袋等の防護具

を着用してください。 

 

３） 通電中は、電気製品、端子箱および電線に触れないでください。端子箱のフタを開け

る際には必ず電源を切ってください。 

 

４） 油圧作動油の多くは引火性です。したがって、装置・機械の周囲での火気の使用、溶

接はしないでください。 

 

５） 装置の運転調整の指導、教育を受けた作業者が、装置の操作・保守を行ってください。 

 

６） 運転を開始する前に装置、機械の周りに他の作業者や障害物がないことを確認してく

ださい。 

 

７） 電源を投入する際は、各操作スイッチがＯＦＦの状態になっていることを確認してく

ださい。 

ＯＮ状態で投入するとアクチュエータが突然動き出す恐れがあります。 

 

８） 電動機などの回転部カバーを取り外したり、開けたまま運転をしないでください。回

転部等に手や体を巻き込まれる恐れがあります。 

 

９） 作業開始前の点検を必ず実施してください。 

点検実施項目についてはこの取扱説明書の“５項 運転方法”（１１、１２ページ）を

参照してください。 

 

１０） 装置・機械の仕様を超えて、アクチュエータの速度、出力をあげない（さげない）で

ください。また、安全弁の設定圧は上げないでください。 

装置・機械の故障原因となります。 

なお、運転中には作業関係者以外は装置・機械に近付かないでください。 

 

１１） 油圧装置や制御回路の改造は絶対にしないでください。 

装置、制御回路などを改造すると誤作動を起こすことがあり危険です。 
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△警告！

△警告！

△警告！

△注意！

△注意！

△注意！

△注意！

△注意！

△注意！

△注意！

△注意！

△注意！

１２） フィルタエレメントを交換する場合は、必ず油圧ポンプを停止し、管路及び機器内の

圧油を抜いてから作業を行ってください。 

 

１３） 装置・機械の保守点検や分解を行う時は、電源を切ってから行ってください。 

また、圧油が噴出したり、アクチュエータが暴走したりしないように下記の内容を実

施してから作業を行ってください。 

①油圧回路内の圧力を抜いてください。 

②アクチュエータは無負荷状態にし、圧力が発生しないようにしてください。 

③必ず他の作業者に｢点検作業中｣であることを知らせる表示をしてください。 

 

１４） 運転中にトラブルが発生した場合は、必ず装置・機械を停止させてから原因を除去し

てください。 

 

１５） 配管を行う場合には使用圧力に見合った安全率、材質、肉厚の物を使用してください。 

破裂すると圧油が噴出し、危険です。 

 

１６） 初めて給油する場合は、取扱説明書９、１０ページ〔４項および５項〕に記載された

手順および指定された清浄な油圧作動油を入れてください。 

 

１７） 給油や保守点検等に作動油を取扱う場合には、皮膚や目を痛めることがありますので

保護具を使用してください。また、作動油が皮膚に付着した場合は、石鹸等で良く洗

い落としてください。 

 

１８） 油圧機器また配管途中においてエア抜きする場合はエアと共に油も噴出しますので、

圧力を下げて予めウェス等の布を当ててから作業してください。 

 

１９） 各ストップ弁類の開閉に間違いがないかを確認してください。特にサクションライン

及び戻りラインには注意してください。 

 

２０） ２人作業時にはお互いの安全を確認してから作業してください。 

 

２１） 装置・機械には高温になる部分があります。 

（ポンプ、リリーフ弁、電動機、ヒーター、電磁弁のソレノイド等） 

高温部の取扱い時には軍手等の保護具を使用してください。 

 

２２） 装置・機械の油洩れが発生したら、装置の運転を停止し速やかに修理を行ってくださ

い。 

 

２３） 定期点検を必ず実施してください。 

点検項目についてはこの取扱説明書の“６項 保守管理”（１３～１４ページ）を参照

してください。 
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1 はじめに 
  １．１ 本書について 

本書は低騒音標準油圧ユニット（以下 YA パック）についておもに記載しています。 

YA パックはＡシリーズおよびＡＲシリーズ可変ピストンポンプを搭載しています。 

詳細については“Ａシリーズ可変ポンプ取扱説明書”または“ＡＲシリーズ可変ポンプ取扱説明書”

を参照してください。 

 

１．２ 本製品を取扱っていただく方 

本製品は油圧・電気に関する基礎知識のある方（２級油圧調整技能士相当以上または弊社の技術研

修を受けた方）またはその指導のもとに取扱ってください。 

 

１．３ 用途 

油圧装置の油圧源として、油圧を発生させ、各種アクチュエータを作動させます。 

 

１．４ 製品の確認 

本製品がお手元に届きましたら、下記の点をご確認ください。 

万一、不具合など不審な点がありましたらお買い上げの販売店か、お近くの弊社販売窓口へご連絡

ください。 

指定された形式かどうか 

銘板に刻印してあるモデル番号等で確認してください。 

製品に破損・ねじの緩みなどの異常がないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

銘板 
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２ ＹＡパックのモデル番号 
２．１ モデル番号 

YA 16 －B －6 －2.2 －50 

シリーズ番号 搭載ポンプ 
圧力調整範囲注1 

MPa 

タンク容量 

L 
電動機出力 

デザイン 

番号 

YA：低騒音 

標準油圧ユニット 

YA パック 

10：A10 

(10cm3／rev) 

B：1.2～7 

2：20 0.75：0.75 kW×4P 

52 
3：30 

0.75：0.75 kW×4P 

1.5：1.5 kW×4P 

4：40 
0.75：0.75 kW×4P 

1.5：1.5 kW×4P 

B：1.2～7 6：60 
1.5：1.5 kW×4P 

51 

2.2：2.2 kW×4P 

C：2.0～16 6：60 
2.2：2.2 kW×4P 

3.7：3.7 kW×4P 

C：2.0～16 10：100 
2.2：2.2 kW×4P 

3.7：3.7 kW×4P 

16：AR16 

(15.8cm3／rev) 

B：1.2～7 1：10 

0.75：0.75 kW×4P 52 

1.5：1.5 kW×4P 
50 

2.2：2.2 kW×4P 

B：1.2～7 2：18 

0.75：0.75 kW×4P 52 

1.5：1.5 kW×4P 
50 

2.2：2.2 kW×4P 

B：1.2～7 4：40 1.5：1.5 kW×4P 52 

B：1.2～7 6：60 

1.5：1.5 kW×4P 

50 

2.2：2.2 kW×4P 

3.7：3.7 kW×4P 

C：2.0～16 6：60 3.7：3.7 kW×4P 

B：1.2～7 10：100 2.2：2.2 kW×4P 

C：2.0～16 10：100 

3.7：3.7 kW×4P 

5.5：5.5 kW×4P 

7.5：7.5 kW×4P 

22：AR22 

(22.2cm3／rev) 

B：1.2～7 6：60 
2.2：2.2 kW×4P 

3.7：3.7 kW×4P 

B：1.2～7 10：100 
2.2：2.2 kW×4P 

3.7：3.7 kW×4P 

C：2.0～16 10：100 
5.5：5.5 kW×4P 

7.5：7.5 kW×4P 

37：A37 

(36.9cm3／rev) 
B：1.2～7 

10：100 3.7：3.7 kW×4P 

16：160 
5.5：5.5 kW×4P 

7.5：7.5 kW×4P 

  注１．圧力調整範囲は、ポンプとしての値を示します。 

 

上記の機種について、ベースプレート組込をはじめとしてオプションを用意しています。 

 



JM-1028     

 - 8 - 

３ ＹＡパックの使用上の注意 
３．１ 吸気・排気 

熱がこもらないように通風の良い所に設置してください。 

ドレンクーラの付の場合、吸排気面には障害物を置かないでください。 

 

３．２ 運搬 

運搬するときは油タンクの吊り金具を使用し、クレーンなどの運搬機械で吊上げてください。こ

の時、吊具で配管などを傷つけないように、ユニットの重心位置に注意し運搬してください。 

 

３．３ 設置 

定置形ですので、振動のない水平な場所にボルトで固定してください。 

 

３．４ 電気配線 

一次電源には、短絡などの過電流に対する電気回路の保護と、電動機の過負荷保護のために、漏電

遮断器付ノーヒューズブレーカを設けることを推奨します。 

電気配線は、適切なサイズの圧着端子を用い、相間の短絡および本体への漏電がないように確実に

接続してください。アース端子は必ず接地してください。 

 

△危険！
 

 ＹＡパックをアイボルト又は吊金具以外で吊上げますと、落下・転倒することがあり、危険です。 

 ＹＡパックの質量を確認し、吊具の定格荷重内で吊上げるようにしてください。 

 

△警告！
 

 吊具で運搬中は、絶対に近づかないでください。落下・転倒によるケガの恐れがあります。 

 ＹＡパックをボルトなどで固定しませんと、配管の油圧力の反力などで、転倒や移動を起こす恐れが

あります。 

 吸・排気の空間がない場所や熱気がこもる場所で使用しますと、空冷式クーラの冷却能力が低下し、

油温や油圧機器の温度が異常高温となる恐れがあります。 

 高温となった部分に触れますと、火傷の恐れがあります。 

 

△注意！
 

 タンクに油を入れた状態での移動は、避けてください。油漏れ・エアの混入などにより、作動不良

の要因につながります。 

 フォークリフトで運搬する場合は、振動や外力により移動しないように、確実に固定してください。 

 無理な姿勢で製品を持ち上げたり、運んだりしないでください。製品の質量や作業姿勢によっては、

手を挟んだり、腰を痛めたりすることがあります。 

 ＹＡパックを機械に据付けた後、ＹＡパックの吊金具で機械全体を吊上げないでください。吊金具

の破損などにより機械が落下して、ケガをする恐れがあります。 

 斜面に設置しますと、油漏れや空気が混入し、異常音の発生や機器寿命の低下を招きます。 

 吸・排気の空間がない場所や熱気がこもる場所で使用しますと、電動機部が高温となり、電動機の

寿命が低下します。 

 高温状態で使用しますと、ポンプ・電動機等の油圧機器に不具合が発生し、寿命が低下します。 

 高温状態で使用しますと、油の劣化が促進され、油の寿命も短くなります。 
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４ 取扱方法 
４．１ 取扱方法 

１） 現地で施工される外部配管は酸洗およびフラッシングを完全に行い、油圧系統内に溶接によるス

ケール、組立中の異物などが残らないようにしてください。 

 

２） 油圧装置は出荷前に洗浄してありますが、外部配管の接続完了後に念のためリザーバ内部も点検

してください。もしも、異物や汚れた作動油・水が入っていた場合は、除去し洗油で洗浄してく

ださい。 

 

３） 作動油は潤滑性、防錆性、抗乳化性、消泡性および耐劣化性を備えた清浄なものをご使用くださ

い。 

特に潤滑性については、油圧装置の寿命を左右するため、その選定に当たっては充分な注意をは

らってください。 

本装置に適用できる作動油の仕様と温度条件は次の通りです。 

使 用 作 動 油注２  

石油系耐摩耗性油圧作動油 または 石油系一般油圧作動油 

･粘度グレード ： ISO VG 32 または 46 相当品 

･粘度範囲     ： 20 ～ 400 mm/s2  

･汚染度注３     ： ISO/DIS 4406 18/15 または NAS 10 級以内 

タ ン ク 油 温 5 ～ 60 ℃ 

周 囲 温 度 0 ～ 40 ℃ 

周 囲 湿 度 85 % Rh 以下 （結露不可） 

設 置 場 所注４  屋内（可燃性／腐食性／引火性ガスやミストのない） 

高    度 海抜 1000 m 以下 

注２ ：合成系および水成形などの作動油は、使用できません。 

注３ ：使用作動油の汚染は、ポンプなどの故障および寿命低下の原因となりますので、作動油の

汚染管理には十分注意をはらい、規定の汚染度範囲内に保つようにしてください。 

       なお、戻りラインには、25 μm 以下の管路用フィルタを設けることを推奨します。 

注４ ：周辺には、通風を妨げるものや、銘板が見えなくなるような障害物を置かないでください。 

耐水性はありませんので、水中では使用できません。 

 

△危険！
 

 可燃ガス・火薬を取り扱う場所など爆発性雰囲気中では、絶対に使用しないでください。引火によ

る火災・爆発など重大な死亡事故につながります。 

 

△警告！
 

 石油系油圧作動油であっても、過剰な水分が混入した場合は、短絡・漏電の危険があります。作動油

の含水量は、0.1 Vol %としてください。 

 

△注意！
 

 作動油は適切なものを使用し、油温・粘度・汚染度などは、規定された範囲内で使用してください。

規定使用範囲外で使用しますと、作動不良・油漏れによる火災を起こす恐れがあります。 
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４．２ ピストンポンプの圧力・吐出し量の設定方法 

弊社出荷時にはポンプの吐出し量は最大に、圧力は最低に設定されています。使用条件に応じ、吐

出し量および圧力の設定を行ってください。なお、設定方法については下記をご参照下さい。 

 

 

１）吐出し圧力の調整 

圧力調整ねじを右に回すと圧力は上昇します。 

調整ねじ１回転当りの調整量は下表をご参照下さい。 

モデル番号 圧力調整

範囲 

調整量 

MPa 

YA10／YA16／YA22 B 2.9 

YA10／YA16／YA22 C 5.4 

YA37 B 3.5 

  

 

注意事項： 

① 調整時には、ポンプを必ずフルカットオフ状

態にしておくこと。 

② 圧力計で圧力の可変状態を確認しながら、圧

力調整ネジを徐々に回すこと。調整ネジを一

度に大きく回すと圧力が急変するので注意

のこと。 

③ 圧力調整は各形式（B、C）の圧力調整範囲内

で行うこと。 

④ 調整終了後、ロックナットを締付けること。 

 

２）吐出し量の調整 

吐出し量調整ねじを右に回すと吐出し量は減少します。 

調整ねじ１回転当りの調整量は下表をご参照下さい。 

モデル番号 1 回転当りの調整量 

cm3／rev 

最小調整流量 

cm3／rev 

YA10 1.1 2 

YA16 1.5 6 

YA22 2.1 8.5 

YA37 2.9 10 

 

注意事項： 

① 調整は吐出し側圧力がカットオフ圧力以下

の状態（上図で A～Bの範囲）で行うこと。 

② 吐出し量は上表の最小調整流量以下にはし

ないこと。 

③ 調整終了後、ロックナットを締付けること。 

 

 A３７  

吐出し量調整ねじ     減少 

  圧力調整ねじ     昇圧 

 A１０，AR１６，AR２２  

圧力調整ねじ 

   昇圧 

吐出し量調整ねじ 

     減少 
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５ 運転方法 
５．１  準  備 

１）各機器の取付ボルト、フランジ、ユニオンなどの継手部分が確実に締まっているかを点検して下さ

い。 

２）各ストップバルブ類の開閉に間違いがないかを確認して下さい。 

特にサクションラインおよび戻りラインには注意して下さい。 

３）リザーバの給油口から所定の油をリザーバの基準油面まで給油してください。 

４）ポンプの注油口より清浄な作動油を異物が混入しないように注意しながら注入し、ポンプハウジン

グ内に油を満たしてください。 

 

作動油注入量 

機種 調整量 cm3 

A10 370 

AR16 

AR22 
430 

A37 1200 

 

 

 

 

 

 

 

５）ポンプの圧力調整、または、ポンプ吐出側の圧力調整弁（リリーフ弁、アンローディング弁など）

の設定をできるだけ低くしてください。 

 

△注意！
 

 タンクに油を入れないで運転しますと、ポンプ内部に焼付きや摩耗が発生し、破損にいたる場合があ

ります。 

 ポンプハウジング内への作動油の注入をおこたりますと、ポンプの焼付や部品の損傷につながる恐

れがありますので、ご注意ください。 

 機械の初期運転時には、機械側の油圧回路へ油が供給されますので、タンク内の油量減少に注意して

ください。 

 機械側の油圧回路によっては、タンク内の油面変動が大きくなり、タンクから油が溢れたり、油面低下が

発生する場合がありますので、注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 A３７   A１０，AR１６，AR２２  

注油口 
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５．２  始 動 

１）油温を見て運転可能な粘度範囲になっているかを確認して下さい。 

油温が低すぎる場合でヒータを備えている装置では適正油温までヒータにより加熱してください。 

２）運転開始時にはエアバウンドを避けるため、ポンプ吐出し油が油タンクへ還流するよう油圧回路を

調整するか、または、切換弁を操作してアクチュエータが無負荷で動くようにしてください。 

（注）吐出し側がブロックされた状態では始動しないことが望ましい。 

３）電動機の入力スイッチをＯＮ－ＯＦＦさせ、次の２点を確認してください。 

a) ポンプ回転方向と銘板の回転方向を示す矢印が一致しているかどうか。 

（回転方向は電動機ファン側から見て時計方向です） 

b) ポンプが正常に油を吸込んでいるかどうか。 

４）上記 2)項で異常がないことが確認されたら、そのまま１０～３０分間運転を続けます。 

その後、断続的に負荷を与え、ポンプ運転音、圧力、温度、各機器および配管の振動と油漏れに十

分注意し、異常がなければ全負荷運転に入ってください。 

５）配管およびシリンダなど系内のエアを、シリンダ部その他のエア抜きから抜いてください。 

シリンダ内のエアは、エア抜きを開き、低い圧力で数回シリンダをゆっくり動かしながら抜きます。 

ポンプ内部および管路内に空気が混入していると、振動発生の原因になりますので、空気抜きは完

全に行ってください。 

６）ポンプの吐出し圧力・吐出し量を所定の値に設定してください。 

７）油圧装置全体の圧力調整弁、流量調整弁、圧力スイッチなどの設定をし、再度油面を確認してから

正常運転に入ってください。 

 

△危険！
 

 エア抜き作業を行う際は、高圧・高温の油が噴出する場合がありますので、注意してください。 

火災・死亡事故につながります。 

 

△警告！
 

 異常（異音・油漏れ・煙など）が発生した場合は、直ちに運転を停止し、必要な処置を講じてください。

そのまま運転を続けますと、事故が起こる恐れがあります。 

 電動機端子箱の蓋を開けたまま、運転しないでください。通電中の端子などに誤って触れ、感電によ

る死亡事故につながります。 

 ポンプを起動する前に、必ず配管チェックを行ってください。特に、ドレン配管が閉鎖されていますと、

部品の損傷・作動油の噴出による重大事故につながる恐れがあります。 

 

△注意！
 

 ＹAパックは、カタログ・図面・仕様書などに記載された仕様以外では、使用しないでください。 

作動不良・破損などにより、ケガをする恐れがあります。 

 調整を行う際は、装置の可動部から人を離すなど、安全をよく確かめてから行ってください。 

 ドレンラインを他の戻りラインと合流させないでください。作動不良や故障の原因となることがありま

す。 

 本ポンプの圧力制御には、リリーフ機能は付いていません。 

 回転方向を逆に長時間運転しますと、ポンプの焼付き・部品の損傷につながる恐れがあります。 
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６ 保守管理 
６．１  作動油 

故障あるいは作動不良は作動油の管理不良による場合がほとんどです。 

一般にポンプ、バルブ等の部品には注意しますが、作動油に対しては意外と関心が薄いものです。

油圧装置において作動油は動力の伝達とともにポンプ、バルブ等の部品の潤滑という重要な役割を

果たしておりますので、作動油の保守管理にも充分な配慮をお願いします。 

 

１）油 漏 れ 

定期的に点検を行い、油漏れのないように管理して下さい。油漏れによりリザーバ内の油面が異常

に低下しますと、ポンプの運転に支障をきたします。また、油漏れは防災上からも防止しなければ

なりません。 

 

２）油    面 

油面計を監視し、常に基準油面近くに油面を維持してください。 

油面が異常に低下しますと気泡の発生、油温の上昇、油の劣化、その他事故の原因となります。 

 

３）油    温 

油温が適正範囲にあることを確認してください。 

クーラのない装置の場合、夏期は油温が上昇しますので必要に応じ、粘度の高い作動油と交換する

などの処置をして適正な粘度範囲を保持して下さい。 

クーラのある装置で運転数ヶ月後、徐々に油温が上昇してきた場合は、クーラ伝熱部に異物が付着し

効率が低下したと考えられますので点検の上、清掃してください。 

 

４）ドレン抜き 

リザーバが完全に水から隔離されていても空気中の湿気が凝結して水滴となり、作動油の中に混入

しますので、月に 1回程度運転休止時にリザーバのドレン抜きから分離した水分を抜いてください。 

 

５）定 期 検 査 

定期的（はじめの半年間は 3 ｹ月毎、その後は 6 ｹ月毎）に検査をし、所定の性状および清浄度を保

って下さい。劣化が認められた場合は、早急に新油と交換してください。 

石油系作動油の更油基準は次の通りです。 

動 粘 度 （変化量） ±10 % 〔40 ℃における粘度 mm2/s〕 

全 酸 価 （変化量） 0.5～1.0 mg  KOH/g 

水    分      0.2 vol %以上 

 

６）作動油の交換 

古い作動油を完全に抜きとり、リザーバ内を洗浄した後、同銘柄の作動油を基準油面まで給油して

ください。やむを得ず、今まで使用していたものと異なる作動油を使用する場合は、その作動油の

フラッシングオイルで十分なフラッシングを行った後交換してください。また作動油の種類によっ

て使用に耐えない部品もありますのでご注意ください。 
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６．２  ポンプ 

正常運転中とは異なった異常音を認めた場合は運転を停止し点検してください。 

 

６．３  フィルタ 

指示計のついてないフィルタでは 1 ｹ月に 1回程度、定期的にエレメントの清浄または交換をして下

さい。指示計がついてる場合は、その指示にしたがってエレメントの清掃または交換をして下さい。 

 

６．４  その他 

部品の交換や分解組立が必要な場合は各コンポーネント取扱説明書や構造図を参照し、汚染には充

分注意をして行って下さい。 

 

６．５  チェックリスト 

                 点検頻度 

点検項目 
毎  日 1 週間毎 1 ｹ月毎 3 ｹ月毎 6 ｹ月毎 1 年毎 

油      面 ○      

油      温 ○      

油  漏  れ ○      

圧      力 ○      

ポンプの音 ○      

指示計付のフィルタ  ○     

指示計のないフィルタ   ○    

リザーバのドレン抜き   ○    

ボルトの緩み   ○    

油中の水分および清浄度    ○   

油の性状     ○  

リザーバ内の清浄      ○ 

 

注）上記のチェックリストは、一般的な油圧装置が正常運転に入った場合の標準的なチェック箇所とチ

ェック頻度とを指示しますので、運転開始当初は適宣増加させて下さい。 

稼動状況、環境などを考慮してアクチュエータも含めた出来るだけ細いチェックリストを作成し、

性能の維持と寿命の増大に努めて下さい。 
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７ 故障と処置法 
７．１  ポンプから油が出ない。 

 

異 常 現 象 原        因 処置あるいは点検箇所 

ポンプから油が出ない 油タンク内の油面が低い。 油面計で油量を調べ不足している場合は

補充する。 

ポンプの回転方向が逆。 ポンプの回転方向銘板を確認し逆の場合

は変更する。 

ポンプの回転が低すぎる。 規定の回転数で回っているか確認し、規

定の最低回転数以上にする。 

油の粘度が高すぎる。 

（油温が低い） 

温度計で油温を確認し低い場合は油温を

上げる。 

吸込管又はサクションフィルタが

詰まっている。 

フィルタエレメントを取外して洗浄し、

吸込管を清掃する。 

吸込側配管容積が大きすぎる。 吐出側継手部からエアを抜きつつポンプ

を回転し油を吸い込ませる。 

吸込管の結合部（ねじ込み部、パッ

キン部）からエアを吸込んでいる。 

 

パッキン類の破損か配管の緩みであるか

ら、ただちに交換又は増締めしエアの混

入を確認する。 

ポンプ部品の摩耗または破損。 修理または交換する。 

ポンプの吐出量調整不良 調整量をチェックして修正する。 

 

 

７．２  圧力の異常 

 

異 常 現 象 原        因 処置あるいは点検箇所 

圧力が高すぎるか 

又は低すぎる。 

前記７．１項中のいずれかの理由で

ポンプから油が出ない。 

７．１項参照。 

圧力設定が適当でない。 所定の圧力に設定し直す。 

圧力調整部の故障。 分解し、点検する。 

故障のときは交換する。 

異常摩耗 

（ドレン量が異常に多くなってい

る） 

交換 

油の汚染を調べ、ひどい場合は新油と交

換する 

油中にゴミが混入している。 油の汚染を調べ、ひどい場合は新油と交

換する。 

圧力計が正常でない。 正常なものと交換する。 

圧力計ダンパ部の詰まり。 ノズルの洗浄。 
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７．３  騒音の発生 

 

異 常 現 象 原        因 処置あるいは点検箇所 

ポンプが騒音を 

発生する。 

作動油の粘度が高すぎる、または低

すぎる。 

定格粘度範囲内で使用する。 

作動油の温度が高すぎる、または低

すぎる。 

定格油温範囲内で使用する。 

吸込み系統から空気が混入（接続部

の緩みまたはシール類の損傷）。 

接続部の締め直し、シール類が損傷して

いれば交換する。 

ポンプのシャフトシールからエア

が混入している。 

交換する。 

吸込管又はサクションフィルタが

詰まっている。 

フィルタエレメントを取外して洗浄し、

吸込管を清掃する。 

タンクの油量不足による空気の吸

込み。 

規定のレベルまで作動油を追加する。 

油タンク内に気泡がある。 上記各項目の点検、油面が低い場合は基

準油面まで作動油を補充する。 

ドレン配管または戻り配管出口が

油面より上にあり空気を巻き込ん

でいる。 

油を補給する。 

ポンプ部品の摩耗または破損。 修理または交換する。 

 

 

７．４  異常発熱 

 

異 常 現 象 原        因 処置あるいは点検箇所 

異 常 発 熱 タンク油量が少ない。 油面計で油量を調べ不足している場合は

補充する。 

ポンプの内部漏れが多すぎる 

（油の粘度が低すぎる） 

ポンプ容積効率悪化の場合は修理または

交換する。 

油の粘度が低いすぎる場合は粘度の高い

作動油に交換する 

オイルクーラの能力低下。 ラジエータを清掃する。 

ポンプ摺動部の焼付き（カジリ） ポンプ摺動部品の交換。 

ポンプ・ベアリングの破損。 ベアリングの交換。 

弁又はアクチュエータの内部リー

クが多すぎる。 

冷却装置を追加する。 

 

 

７．５  ポンプからの油の漏洩 

 

異 常 現 象 原        因 処置あるいは点検箇所 

油の漏洩 オイルシール、Ｏ－リングの異常 

摩耗・損傷。 

交換する。 

ガスケットの損傷 交換する。 

締付ねじの緩み。 再締付けする。 

（注）該当機器のカタログ等の資料で記載しているパッキン類の使用を推奨する。 
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７．６  継手部などからの油の漏洩 

 

異 常 現 象 原        因 処置あるいは点検箇所 

油の漏洩 継手の緩み 増締する。 

パッキン類の損傷と劣化 パッキン類の挿入時の損傷、破れ、リッ

プなどの破損、劣化などを点検し、正常

なものと交換する。 

シール面の不良 シール面の傷、異物などの状態を点検し

修正する。 

パッキン類の定格圧力の不適性 作動圧力に対し適正なパッキン類を使用

する必要があり、交換の際に注意を要す

（注） 

パッキン類の材質不適性 合成ゴムパッキンなど、耐油性のものを

使用する必要があり、交換の際に注意を

要す（注） 

（注）該当機器のカタログ等の資料で記載しているパッキン類の使用を推奨する。 

 

 

７．７  作動不良 

 

異 常 現 象 原        因 処置あるいは点検箇所 

作動不良 

 

電磁切換弁の作動不良 電気信号の不通、電圧異常、パイロット

圧不足の確認、ごみ等によるスプールの

スティック、コイルの焼損、弁内の異物

などを点検し、修理あるいは交換する。 

過大流量による場合は適正流量となるよ

うに再設定する。 

制御弁の作動不良 片締め、ごみ等による弁ピストンまたは

スプールのスティック、オリフィスのつ

まり、弁内の異物などを点検し、修理あ

るいは交換する。 

過大流量による場合は適正流量となるよ

うに再設定する。 

アクチュエータの作動不良 ●ノッキング現象の場合 

エアの混入、制御弁の作動不良、負荷側

のせりなどを点検し、修理する。 

●ビビリ現象の場合 

速度が遅すぎるためで、所定の速度に修

正する。 

●推力不足の場合 

エアの混入、圧力不足、内部漏洩はない

か点検し、修理またパッキンを交換する。 

アクチュエータが所定

の速度にならない 

流量の不足 流量制御弁とポンプ吐出量を確認する。 

圧力の不足 圧力制御弁とポンプ吐出圧を確認する。 

アクチュエータの速度

が変動する 

温度による粘度の変化 適正油温まで昇温する。 
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８ ＹＡパックの保管および輸送 
８．１ ＹＡパックの保管 

補用品など未使用のＹＡパックは、保管を目的とする屋内で、タンク内、各ポート内に防錆剤を

塗布後、密閉して保管・管理をしてください。 

 保管温度範囲  ： 0 ～ 50 ℃ 

 保管湿度範囲 ： 85 %以下 

なお、錆・腐食・シール類の劣化などを避けるため、下記のような場所には保管しないでください。 

 直接風雨の影響を受ける恐れのある場所 

 有機溶剤・酸・アルカリなどの薬剤の近くおよび気化ガスの影響を受ける恐れのある場所 

 温度差が大きく、結露が発生する恐れのある場所 

 

８．２ ＹＡパックの輸送 

輸送前には、下記のような処理が施されているか確認の上、上記事項にも注意し多大な衝撃を与え

ないよう、輸送してください。 

 タンク内の油が抜き取られている 

 使用するポートがプラグなどで閉止されている 

 

９ 廃棄方法 
このＹＡパックを廃棄する場合は、産業廃棄物に該当します。従って、本体・部品および作動油の

廃棄については、産業廃棄物処理法に基づき、所定の手続きを行った上で、産業廃棄物処理業者に

委託して、処理してください。 

 

１０ サービス窓口 
弊社製品に関するご要望、サービスのご依頼などは、ご購入の販売店、弊社営業所あるいは下記に

お申し付けください。 

 

●油研工業株式会社 

 東京支社 

〒105-0012  

東京都港区芝大門 1-4-8 

（浜松町 清和ビル） 

ＴＥＬ (03) 3432 - 2111 

ＦＡＸ (03) 3436 - 2344 

 ●油研工業株式会社 

 大阪支社 

〒550-0011  

大阪府大阪市西区阿波座 1-4-4 

（野村不動産四ツ橋ビル） 

ＴＥＬ (06) 6537 - 0030 

ＦＡＸ (06) 6537 - 0078 
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